
そ
の
後
も 、

多
く
の
研
究
者
が
他
面
に
わ
た
る
地
質
調
査
を
行

き
て
い
た
と
言
え
ま
す 。

大
分
県
に
お
け
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
形
の
地
質
図
は 、

明
治

二
九
（一
八
突）
年
に
地
質
調
査
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
大
分
県
20
万

分
の
1

地
質
図
幅」

で
す 。

こ
の
地
質
図
に
は 、

大
分
県
の
地
質
は
県
北
・

中
央
部
・

県
南

の
三
つ
に
区
分
さ
れ 、

県
南
の
地
質
は
先
第
三
紀
の
古
い
岩
石
か

ら
成
り 、

大
分
と
久
住
を
結
ぶ
線
よ
り
北
に
は
第
三
紀
以
降
の
火

山
岩
が
多
く 、

由
布
・

鶴
見
岳
は
角
閃
石
安
山
岩
で 、

輝
石
安
山

岩
は
台
地
状
地
形
を
作
っ

て
い
る 、

と
い
う
よ
う
な
記
載
が
さ
れ

て
い
て 、

現
在
の
知
識
の
あ
る
部
分
は 、

こ
の
時
点
で
基
礎
が
で

別
府
地
域
の
地
質
構
造
と
温
泉 由

佐

イI父
ヽLとヽ

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

附
属
地
球
熱
学
研
究
施
設

別
府
温
泉
の
生
成
過
程
と

温
泉
資
源
の
有
効
利
用
・

保
全

紀

LEGEND 
LAVA FLOWS PYROCLASTIC FLOWS SEDIMENTS 

四Younger than 0.1 Ma .Yufugawa P.F. (0.5-0.7 Ma)三 Younger than 1.0 Ma 

亡］ 0.1Mas;Agc<O.7Ma 鳳鳳lmaichi P.F. (0.8-0.9 Ma) 皿肛Older than 1.0 Ma 

箆 0.7Mas;Age< 1.0Ma 唇醤Yabakei P.F. (1.0 Ma) 

[]]1]Older than 1.0 M 
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図1 別府地域の地質と火山岩の噴出年代 ．
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□ FauIt, dashed whe『C
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- 24 -



い
ま
し
た
が、

別
府
地
域
に
関
す
る
総
合
的
な
報
告
は、

昭
和
八

（一
藝―-）
年
発
行
の
別
府
市
誌
に
掲
載
さ
れ
た
鈴
木
政
達
氏
（
京
都

大
学
助
教
授
：
京
都
大
学
地
球
物
理
学
研
究
所）

の
記
事
で
す。

鈴
木
氏
は
ま
も
な
く
病
没
さ
れ
ま
し
た
が、

こ
の
記
事
は、

昭
和

十
二
（一
九＿―-七）
年
に
京
都
大
学
地
球
物
理
学
教
室
か
ら
発
行
さ
れ
た

学
術
誌
・
地
球
物
理
の
冒
頭
を
飾
る
論
文
と
し
て
再
録
さ
れ
ま
し

た。そ
の
中
で
は、

地
質
・
地
殻
変
動
か
ら
温
泉
活
動
ま
で
が
論
じ

ら
れ
て
お
り、

別
府
は
も
と
よ
り
九
州
中
部
地
域
に
お
け
る
地
学

研
究
の
指
針
の
役
割
を
果
た
し
た
と
も
言
え
ま
す。

そ
の
後
の
研

究
に
よ
り、

修
正
や
発
展
が
あ
り
ま
し
た
が、

そ
の
内
容
の
多
く

は
今
な
お
通
用
す
る
も
の
で
す
の
で、

少
し
長
く
な
り
ま
す
が、

こ
の
論
文
の
冒
頭
を
引
用
し
て
お
き
ま
す。

別
府
地
区
は、

本
邦
火
山
活
動
史
上
に
於
て、

由
布
鶴
見
火
山

群
と
し
て
知
ら
る
る
一
火
山
地
区
に
し
て、

国
東、

九
重、

阿

蘇、

雲
仙
等
の
諸
地
区
を
含
む
九
州
中
部
の
火
山
地
帯
の
一
部

を
成
す
も
の
な
り。

九
州
中
部
に
火
山
活
動
の
強
烈
な
り
し
は、

此
地
が
西
南
日
本
に
於
け
る
三
大
火
山
帯
た
る
山
陰
（
南
日
本

内
側）、

瀬
戸
内、

霧
島
の
三
系
の
相
交
叉
す
る
所
に
嘗
り
火

山
活
動
の
勢
力
が
此
所
に
集
中
せ
ら
れ
た
る
に
因
る
も
の
に
し

て、

そ
の
活
動
の
時
期
は
地
質
学
上
の
第
三
紀
末
葉
よ
り
第
四

紀
に
渉
れ
る
も
の
な
れ
ど
も、

第
四
紀
に
入
り
て
後、

最
も
強

烈
を
極
め
た
る
も
の
に
し
て、

其
特
徴
と
も
見
る
可
き
も
の
は、

区
域
内
に
渉
り、

活
動
の
中
心
が、

種
々
に
移
動
し
た
る
も
の

に
し
て、

多
く
の
火
山
群
の
発
生
を
見
た
る
に
あ
り、

而
し
て

論
下
の
由
布
鶴
見
火
山
群
は
乃
ち
其一
局
面
を
示
す
も
の
な
り。

先
に
触
れ
た
修
正
や
発
展
と
し
て
は、

地
質
分
布
が
精
密
化
さ

れ、

ま
た
各
種
火
山
岩
の
噴
出
年
代
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す。

加
え
て、

別
府
か
ら
雲
仙
に
至
る
九
州
中
部
の
火
山

地
帯
は
古
い
基
盤
の
沈
降
帯
で
あ
る
こ
と、

ま
た、

こ
の
地
帯
を

境
に
し
て
九
州
島
が
南
北
に
離
れ
る
運
動
を
し
て
い
る
こ
と
が、

重
力
調
査
・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
・
長
期
に
わ
た
る
土
地
の
測
量
な

ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た。

今
日、

こ
の
火
山
地
帯
は
別
府
ー
島
原
地
溝
な
ど
と
総
称
さ
れ

て
い
ま
す
が、

現
実
に
は、

溝
ど
こ
ろ
か
九
州
の
屋
根
と
も
言
う

べ
き
山
岳
地
帯
で
す。

こ
れ
ら
の
事
実
は、

最
近
二
0
0
万
年
の

間
（
第
四
紀）、

別
府
を
含
む
九
州
中
部
で
は、

基
盤
の
沈
降
と

火
山
活
動
に
よ
る
新
し
い
土
地
の
形
成
が
同
時
に
進
行
し
て
き
た
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こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
は 、

地
球
全
体
の
動
態
と
関

わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す 。

巨
視
的
に
見
れ
ば 、

地
球

の
表
面
は
十
数
枚
の
岩
盤
の
板
（
プ
レ
ー
ト）

か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り 、

そ
れ
ら
の
板
の
相
対
的
な
運
動
に
よ
っ

て 、

地
震
（
断
層

活
動）
・

造
山
運
動
・

火
山
活
動
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
解

釈
さ
れ 、

こ
の
考
え
を
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
言
い
ま
す 。

九
州
島
は 、

ア
ジ
ア
大
陸
を
乗
せ
る
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の

東
縁
辺
部
に
位
置
し
て
い
ま
す 。

こ
の
下
に 、

東
南
方
向
か
ら
押

し
寄
せ
て
く
る
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

が
沈
み
込
ん
で
い
ま

す 。

こ
の
運
動
の
た
め
に
土
地
は
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
引
き
裂
か

れ 、

ま
た 、

プ
レ
ー
ト

が
一

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
沈
み
込
ん

だ
深
さ
付
近
で 、

マ
グ
マ
の
素
が
生
成
さ
れ
ま
す 。

別
府
地
域
は
ま
さ
に 、

そ
の
よ
う
な
場
所
に
当
た
り
ま
す 。

頻

発
す
る
地
震 、

由
布
鶴
見
火
山
群 、

そ
し
て
豊
富
な
温
泉
は 、

地

球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
現
れ
で
す 。

別
府
地
域
に
お
け
る
本
格
的
な
温
泉
研
究
は 、

大
正
十
三
年
一

月 、

京
都
大
学
地
球
物
理
学
研
究
所
（
現 、

地
球
熱
学
研
究
施
設）

が
開
設
さ
れ 、

温
泉
分
布
な
ど
の
現
地
調
査
か
ら
始
ま
り
ま
し
た 。

先
に
紹
介
し
た
鈴
木
氏
の
論
文
に
は 、

自
然
状
態
で
の
源
泉
の

分
布
が
示
さ
れ
て
い
ま
す 。

他
方 、

明
治
十
年
代
あ
る
い
は
二
十

年
代
に
は 、

上
総
掘
り
に
よ
る
温
泉
井
掘
削
（
湯
突
き）

が
始
ま

り 、

明
治
末
ま
で
に 、

現
在
の
別
府
温
泉
域
で
は
一

0
0
0
本
に

も
達
す
る
温
泉
井
が
掘
削
さ
れ
ま
し
た
。

第
一

次
温
泉
掘
削
プ
ー

ム
と
言
え
ま
す 。

時
代
が
下
が
り 、

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
前
半
に

か
け
て 、

わ
が
国
の
経
済
成
長
に
伴
い
、

第
二
次
温
泉
掘
削
プ
ー

- 26-



暑

.. 

ィ� ． ·•:.·, 

、』:
: 

--.”. 

•一
⇒翠

ふ
,. .. 

， ． ・・

0 9 9 
9 9 ,

1 9 4 9 1 9 6 9 1 9 8 5 
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ム
が
到
来
し
ま
し
た。

お
よ
そ
十
年
間
の
間
に、

毎
年
一

0
0
本
に
登
る
温
泉
井
が
掘

削
さ
れ
て
源
泉
数
は
倍
増
し、

そ
の
総
数
が
三
0
0
0
本
に
近
づ

い
た
時
期
も
あ
り
ま
す。

こ
れ
は、

日
本
全
国
の
源
泉
数
の
十
五

％
程
度
に
相
当
し
ま
す
が、

現
在
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
源
泉
数

は
二
三
0
0
本
程
度
と
思
わ
れ
ま
す。

ま
た、

蒸
気
も
含
め
た
温

泉
採
取
量
は、
一

日
当
た
り
約
五
万
ト
ン
で、

別
府
市
に
お
け
る

上
水
道
配
水
董
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す。

こ
れ
ら
の
温
泉
水
や
蒸
気
が

運
び
出
し
て
い
る
熱
蓋
は
膨
大
で、
一

年
当
た
り
ざ
っ
と
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
の
地
震
五
個
分
に
相
当
し
ま
す。

東
西
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・

南
北
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う

限
ら
れ
た
範
囲
に、

多
数
の
温
泉
井
が
掘
削
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て、

別
府
温
泉
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

全
体
的
に
温

度
が
高
い
こ
と、

泉
質
の
種
類
が
多
い
こ
と、

噴
気
・

沸
騰
泉
・

一

般
的
な
温
泉
と
い
う
よ
う
に
湧
出
形
態
が
多
様
な
こ
と、

そ
し

て
そ
れ
ら
の
地
理
的
な
分
布
に
規
則
性
が
あ
る
こ
と、

な
ど
が
別

府
温
泉
の
特
徴
で
す。

そ
う
し
た
特
徴
か
ら、

別
府
温
泉
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
が、

こ
れ
は
全
世
界
の
火
山
地
域
に
見
ら
れ
る
温
泉

現
象
の
モ
デ
ル
と
も
言
え
る
も
の
で
す。

紙
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
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す
の
で、

極
く
単
純
化
す
れ
ば、

別
府
の
多
種
多
様
な
温
泉
は
全

て、

鶴
見
火
山
群
の
地
下
に
存
在
す
る
食
塩
型
の
熱
水
（
二
五
〇

S
三
0
0
℃
：
塩
素
イ
オ
ン
濃
度一
四
O
O
S一
六
0
0
mg
/
£
)

か
ら
生
じ
て
い
ま
す。
こ
の
熱
水
が、

北
部
の
亀
川
断
層
と
南
部

の
朝
見
川
断
層
に
沿
っ
て
流
動
し、

途
中
で
蒸
気
を
発
生
さ
せ
た

り、

浸
透
水
に
よ
っ
て
希
釈
さ
れ
な
が
ら、

海
岸
に
向
か
っ
て
流

れ
て
い
ま
す。

ま
た、

こ
の
途
中
で
地
層
の
岩
石
類
と
化
学
反
応

を
起
こ
し
ま
す。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て、

多
種
多
様

な
温
泉
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す。

こ
の
豊
か
な
別
府
温
泉
の
シ
ス
テ
ム
が
い
つ
ご
ろ
形
成
さ
れ
た

の
か
？
興
味
あ
る
問
題
で
す
が、

温
泉
水
は
流
れ
て
消
え
て
い
く

も
の
で
す
か
ら、
そ
れ
を
見
積
も
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。

昭
和
六
士―-（一
九八八）
年
に、

野
口
原
の
京
都
大
学
地
球
熱
学
研

究
施
設
構
内
で
深
さ
三
0
0
メ
ー
ト
ル
の
井
戸
が
掘
削
さ
れ、
い

く
つ
か
の
新
知
見
が
得
ら
れ
ま
し
た。

そ
の
一
っ
が、
こ
の
問
に

答
え
る
手
掛
か
り
で
す。

地
下
の
温
度
は
深
い
所
ほ
ど
高
い
の
が

普
通
で
す
が、
こ
の
井
戸
で
は、

二
五
0
メ
ー
ト
ル
付
近
で
最
高

温
(-
五
0
℃)

に
な
り、

そ
れ
よ
り
下
で
は
か
え
っ
て
低
く
な

り
ま
す。
こ
の
高
温
の
場
所
に
は、

鶴
見
岳
の
地
下
に
あ
る
食
塩

型
熱
水
に
よ
く
似
た
温
泉
水
が
流
れ
て
い
ま
す。

そ
し
て、

そ
こ
の
岩
石
の
成
分
は、

カ
リ
ウ
ム
の
濃
度
が
通
常

の
岩
石
の
四
倍
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た。
こ
れ
ほ
ど
多
量

の
カ
リ
ウ
ム
が
温
泉
水
か
ら
沈
殿
す
る
ま
で
の
年
数
を
見
積
も
っ

た
と
こ
ろ、

約
五
万
年
と
な
っ
た
の
で
す。
つ
ま
り、

別
府
に
温

泉
の
シ
ス
テ
ム
が
出
来
て
か
ら、

少
な
く
と
も
五
万
年
は
経
っ
て

い
る
と
解
釈
さ
れ
ま
し
た。

こ
の
五
万
年
間
に
流
出
し
た
温
泉
水
量
は
大
変
な
量
で
す
が、

こ
れ
は
浸
透
し
た
雨
水
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す。

と
言
う
こ
と
は、

た
と
え
ば
一
日
当
た
り
の
温
泉
水
の
量
に
は、

限
度
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す。
ご
く
お
お
ま
か
に
は、

一
日
当
た
り
ど
ん
な
に
多
く
て
も、

十
万
ト
ン
で
す。

先
に、

現

在
の
一
日
当
た
り
の
採
取
葺
は
五
万
ト
ン
と
書
き
ま
し
た
が、

見

積
も
り
の
精
度
を
考
え
る
と、

ほ
ぼ
限
度
に
達
し
て
い
る
と
見
な

す
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す。

温
泉
は
別
府
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
か
ら、

温
泉
資
源
の
保

全
を
も
っ
と
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す。

他
方、

温
泉
水
と
と
も
に
流
出
し
た
化
学
成
分

の
量
も
膨
大
で
す。
そ
の
基
本
と
な
る
塩
素
は、

ど
こ
か
ら
来
た

の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、

学
問

上
の
大
き
な
謎
で
す。
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地
球
上
で
最
も
活
動
的
な
温
泉
域
の
―

つ
で
あ
る
日
本
列
島
の

中
に
あ
っ

て
、

九
州
島
の
中
央
部
を
占
め
る
大
分
県
は、

と
り
わ

け
温
泉
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
住
ま
い
し
た
人
々
は、

太
古

か
ら
連
綿
と、

そ
の
恵
み
を
受
け
て
き
た
に
違
い
な
い
。

奈
良
時
代
に
成
立
し
た
豊
後
風
土
記
の
日
田
郡
・

直
入

郡
・

大
分
郡
・

速
見
郡
の

項
に
温
泉
や
鉱
泉
の
記
述
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と、

ま
た
伊
予
国
風
土
記
（
逸
文）

に
速

見
郡
の
温
泉
（
別
府
温
泉）

に
か
か
わ
る
記
事
が
あ
る
こ

と
は、

そ
の
証
左
で
あ
る
。

長
い
年
月
が
過
ぎ、

明
治
以
降、

わ
が
国
は
近
代
化
へ

の
道
を
歩
み
始
め
た
。

そ
の
影
密
は
温
泉
に
も
及
び
、

温

泉
観
光
都
市
へ

発
展
し
よ
う
と
す
る
別
府
に
お
い
て
、

明

治
二
十
年
ご
ろ、

湯
量
の
増
大
と
新
し
い
温
泉
場
を
求
め

も
う

そ
う
ち
く

て、

人
力
と
孟
宗
竹
の
弾
力
を
利
用
し
た
「
上
総
掘
り
」

に
よ
る
温
泉
井
の

掘
削
（
湯
突
き
）

が
始
ま
っ

た
。

湯
突

き
は
明
治
三
十
年
代
に
最
盛
期
を
迎
え、

明
治
四
十
四
年
(
-

九

―
-
)

年
に
は、

当
時
の
別
府
町
（
大
字
11

浜
脇
・

別
府）

だ
け

ゅ
う
し
＊
っ

で、

自
然
湧
出
泉
十
七
口
に
対
し、

掘
削
泉
は
五
百
七
十
六
口
に

明
治
以
降
の
温
泉
利
用
の
展
開

昭和初期の温泉掘削「上総掘り」

も
達
し
た。

こ
。
t 別

府
に
お
け
る
湯
突
き
は
、

こ
の
温
泉
井
掘
削
は、

温
泉
に
対
す
る
人
々
の
考
え
方
を
一

変

さ
せ
た
。

そ
れ
ま
で
の
温
泉
は
「
自
然
に
わ
き
出
る
」

も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し、
「
人
為
的
に
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
な
」

温
泉
も

あ
る
こ
と
を
知
っ

た
の
で
あ
る。

こ
う
し
た
知
見
を
得
る
と、

人
間
は、

そ
れ
に
沿
う
行
為
を
積

極
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
。

こ
こ
に
「
温
泉
開
発
」

と
い

う
概
念
が
発
生
し
た
。

こ
れ

は
後
年
の
「
地
熱
開
発
」

に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り、

そ
う
し
た
概
念
の

発
生
・

展

開
に
あ
ず
か
っ

た
、

世
界
で

も
最
初
期
の
開
発
行
為
で
あ
っ

そ
の
後、

恐
慌
と
戦
争
の

時
代
が
続
く。

温
泉
は、

そ
の
影
態
を
大
き
く
受
け、

大
分
県
に

限
ら
ず、

わ
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
的
に、

温
泉
・

地
熱
の
開
発
・

H

利
用
に
新
た
な
展
開
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
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自
然
の
恵
み
・
温
泉
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、

第

二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り、

社

会
の
安
定
化
・
経
済
成
長
•
生
活
様
式
の
多
様
化
と
レ
ベ
ル
の
向

上
に
呼
応
し
て、

全
国
的
に
温
泉
開
発
が
進
み、

今
に
至
っ
て
い

る。大
分
県
で
も、

火
山
地
域
に
展
開
す
る
古
く
か
ら
有
名
な
温
泉

地
（
別
府
・
湯
布
院
・
九
重
地
域
な
ど）

で
さ
ら
な
る
開
発
が
行

わ
れ
た。

加
王
て、

新
し
い
火
山
活
動
が
無
く、

温
泉
は
出
に
く
い
と
さ

れ
て
い
た
県
北
や
県
南
地
域
で
も、

千
メ
ー
ト
ル
前
後、

あ
る
い

は
そ
れ
を
超
え
る
深
い
掘
削
が
行
わ
れ、

十
分
に
利
用
可
能
な
温

泉
が
得
ら
れ
て
い
る。

そ
の
代
表
的
な
例
は
大
分
川
の
中
・
下
流
域
で
あ
り、

新
し
い

温
泉
地
の
出
現
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
の
で
き
た、

稀
有
な

出
来
事
で
あ
っ
た。

中
で
も
昭
和
五
十
三
(
-
九
七
八）

年
ご
ろ
か
ら
開
発
が
本
格

化
し
た
大
分
市
で
は、

お
よ
そ
二
十
年
間
に
百
八
十
口
に
達
す
る

温
泉
井
が
掘
削
さ
れ、

今
や
全
国
で
も
有
数
の
非
火
山
性
温
泉
地

と
な
っ
て
い
る。

こ
う
し
て、

平
成
十
(
-
九
九
八）

年
三
月
現
在、

県
内
三
十

五
市
町
村
に
温
泉
が
あ
る
ま
で
に
な
っ
た。

総
源
泉
数
は
四
千
七

百
五
士
ニ
ロ、

採
取
さ
れ
る
温
泉
水
量
は
一
分
間
当
た
り
約
二
十

六
万
リ
ッ
ト
ル。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ、

全
国
の
一
八•
四
％
お

よ
び
一
0
％
に
当
た
る。

国
土
総
面
積
の
二
％
に
も
満
た
な
い
大

分
県
に、

こ
れ
ほ
ど
多
数
の
温
泉
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る。

そ
し
て、

こ
れ
ら
の
源
泉
の
多
く
が
個
人
所
有
で
あ
る
こ
と、

す
な
わ
ち、

大
分
県
に
お
け
る
温
泉
開
発
の
大
き
な
部
分
が
私
的

な
資
金
（
努
力）

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は、

注
目
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

温
泉
の
主
な
利
用
法
が
入
浴
で
あ
り、

温
泉
を
備
え
る
こ
と
が

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
こ
と
は、

昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い。

各
温
泉
地
の
民
宿
は、

古
来
か
ら
の
湯
治
場
の
役
割
を

受
け
継
い
で
い
る。

ま
た、

開
発
形
態
を
反
映
し
て、

大
分
県
で
は
自
家
用
温
泉
や

住
民
の
組
合
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
温
泉
が
多
い。

公
的
資
金
に
よ
る
整
備
や
開
発
も、

近
年
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た。

た
と
え
ば、

湯
布
院
温
泉
地
（
湯
布
院
町）、

長

湯
温
泉
地
（
直
入
町）、

鉄
輪•
明
蓉•
柴
石
温
泉
地
（
別
府
市）

は、

環
境
庁
か
ら
「
国
民
保
養
温
泉
地」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お

り、

こ
れ
ら
の
地
域
を
中
心
に
温
泉
施
設
の
整
備
が
進
ん
だ。
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広
い
意
味
で
の
温
泉
の
利
用
法
と
し
て 、

地
下
深
部
に
あ
る

高
温
流
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

）

を
用
い
た
地

熱
発
電
が
あ
る 。

わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
試
み
は 、

大
正
七
(
-

九
一

八
）

年
七
月 、

海
軍
中
将
山
内
万
寿
治
氏
が
別
府
市
の
坊
主
地
獄
付

近
で
開
始
し
た
上
総
掘
り
で
あ
る 。

翌
八
年
四
月 、

二
十
四
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
で 、

噴
出
温
度
―
一

三
度
の
蒸
気
を
得
た 。

山
内
氏
の
病
没
後 、

こ
の
井
戸
は
東
京
電
灯
株
式
会
社
（
現
東

京
電
力）

の
太
刀
川
平
治
氏
に
受
け
継
が
れ 、

大
正
十
四
(
-

九

二
五）

年
に
一
・

―

ニ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
に
成
功
し
た
。

こ
れ

＿

 

一

一

温
泉
利
用
と
地
熱
開
発

他
力 、

温
泉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
入
浴
以
外
に
も
利
用
し
よ
う
と

す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る 。

地
獄
の
蒸
気
や
熱
水
を
用
い
た
料

理
（
豊
後
風
土
記
に
既
に
そ
の
記
述
が
あ
る
）

、

暖
房 、

農
業
や

園
芸
（
温
室
の
熱
源） 、

養
魚
な
ど
で
あ
る 。

別
府
・

明
蓉
で
の
湯
の
花
製
造
は
世
界
的
に
珍
し
い
も
の
で
あ

り 、

別
府
の
地
獄
が
貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

”滋直象霞釘

疇 rt 'll：： ｀

.....．
． ,． 

`‘· 

鱒

・ 桑

-
.., w→

,“”軍”..

』 9•一-·
”“”．．.. 

—•が-�.....:......
“エコ・‘”’-.... ` 

―
-

但 1ii 灼 ,r

● 9 ＾ 命 、 ♦ 瓢

・●そ>♦

•-艤...會釦•``.. 

會 ”

9町鴫‘....,". ---·..，

ー··--
“4ュが•.... ......`...．.. .

＂゜年亀広● 拿竃•. `”.ャ•~
--”` ·,. 9- 1 ゞ

. ．  .. .. 
9
. 

． 

. .

. . .  

. . .

ヽ� 今“�',��” 

·-...＊ 

●●戴·霧mm"＂-..

が 、

わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
地
熱
発
電
で
あ
る 。

次
い
で
太
刀
川
氏
は 、

昭
和
二
(
-

九
二
七）

年 、

玖
珠
郡
飯

田
村
（
現
九
重
町）

湯
坪
に
お
い
て
八
十
四
メ
ー
ト
ル
深
の
掘
削

を
し 、
一

四
五
度
の
強
勢
な
蒸
気
を
噴
出
さ
せ
た
が 、

諸
般
の
事

情
の
た
め
発
電
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

現
在 、

こ
の
井
戸
の
二

代
目
が 、

同
地
の
京
都
大
学
地
球
熱
学
研
究
施
設
・

飯
田
観
測
所

に
健
在
で
あ
る 。

第
二
次
世
界
大
戦
後 、

壊
滅
的
で
あ
っ
た
電
力
の

復
旧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源

）
誌
学

告

開
発
の
一

環
と
し
て 、

地

熱
報
現

究

（

研

学
泉

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
が
国

の
施
策
と
し
て
採
り
上
げ

理

温
物
の

ら
れ
た 。

球

設

地

施

工
業
技
術
庁
は 、

昭
和

大

究
京

研

二
十
六
年
（
一

九
五
ー
）

年
七
月 、

別
府
市
南
立
石

に
お
い
て
三
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
地
熱
電
力
に
成
功
し
た 。

こ
れ
に

よ
り
地
熱
発
電
の
実
用
性
が
確
認
さ
れ
た 。

こ
れ
を
契
機
に 、

九
州
各
地
の
温
泉
・

地
熱
地
域
で
調
査
が
実
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施
さ
れ、

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七）

年
八
月、

九
重
町
の
九

州
電
力
大
岳
地
熱
発
電
所
が
営
業
運
転
を
開
始
し
た。

岩
手
県
の

松
川
地
熱
発
電
所
に
次
ぐ、

わ
が
国
で
二
番
目
の
も
の
で
あ
る。

そ
の
後、

徐
々
に
地
熱
開
発
が
進
ん
だ。

現
在、

大
分
県
に
は、

九
重
町
に
四
基、

別
府
市
に
一
基
の
地
熱
発
電
所
が
あ
り、
そ
れ

ら
か
ら
の
総
出
力
は
約一
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト、

全
国
の
地
熱
発
電

量
の
約
三
割
を
占
め
て
い
る。

他
方、

温
泉
は
科
学
研
究
の
対
象
で
あ
る。

大
分
県
の
温
泉
の

理
学
的
研
究
は、

大
正
十
三
(-
九
二
四）

年
十
二
月、

別
府
市

野
口
原
に
京
都
大
学
地
球
物
理
学
研
究
施
設
（
現
地
球
熱
学
研
究

施
設）

が
開
設
さ
れ
て
始
ま
っ
た。
む
し
ろ、

こ
れ
に
よ
っ
て、

わ
が
国
に
お
け
る
地
球
科
学
的
な
温
泉
研
究
が
本
格
的
に
開
始
さ

れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い。

最
初
の
成
果
は、

昭
和
八
(-
九
三
三）

年
に
発
表
さ
れ
た
地

質
学
的
研
究
で
あ
る。

別
府
地
域
の
火
山
岩
分
布
と
温
泉
脈
の
概

要
が
明
ら
か
に
さ
れ、

火
山
活
動
史
と
地
殻
変
動
が
論
じ
ら
れ
た。

基
本
的
な
内
容
は
現
在
も
通
用
し、

中
部
九
州
を
境
に
九
州
島
が

南
北
に
離
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
の
先
駆
け
を
も
な
す
記
念
碑
的

な
論
文
で
あ
る。

ま
た、

施
設
開
設
と
と
も
に
別
府
温
泉
の
総
調
査
が
実
施
さ
れ、

昭
和
十
二
(-
九
三
七）

年
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た。
こ
れ
に
よ

り、

初
め
て
別
府
温
泉
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た。

類
似
の
調

査
は
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り、

研
究
の
基
礎
資
料
と
な
っ

て
い
る。

一
方
で
温
泉
の
ゆ
う
出
量
や
温
度
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
研
究

さ
れ
た。

ほ
と
ん
ど
の
温
泉
が
自
噴
し
て
い
た
時
代
に
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
は、

非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り、

そ
の
解
析
の
た
め
に

展
開
さ
れ
た
理
論
は、

地
下
水
学
の
基
礎
理
論
と
な
っ
て
い
る。

医
学
的
な
研
究
は、

わ
が
国
で
初
め
て
の
温
泉
に
関
す
る
治
療

研
究
施
設
と
し
て、

昭
和
六
（一
九
三
一
）

年、

別
府
市
鶴
見
原

に
九
州
大
学
温
泉
治
療
学
研
究
所
（
現
生
体
防
御
医
学
研
究
所）

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り、

本
格
化
し
た。
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
．

消
化
器
疾
患
・
皮
膚
病
・
創
傷
へ
の
温
泉
の
効
果、

内
分
泌
系
・

自
律
神
経
系
•
免
疫
系
へ
の
影
響
な
ど
が
研
究
さ
れ、

得
ら
れ
た

成
果
は
温
泉
治
療
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る。

温
泉
開
発
が
進
ん
だ
結
果、

温
泉
の
枯
渇
現
象
（
湯
量
の
減
少
・

泉
質
の
変
化
・
温
度
の
低
下
な
ど）

が
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ、

全

国
の
少
な
か
ら
ぬ
温
泉
地
で
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た。

昭
和
二
士
二
（一
九
四
八）

年、

国
は
温
泉
の
保
護
と
適
正
利

用
を
骨
子
と
し
た
温
泉
法
を
施
行
し、

大
分
県
は
こ
れ
を
受
け
て、
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二
十
四
年
に
大
分
県
温
泉
条
例
を
施
行
し
た
。

そ
の
具
体
化
（
温
泉
行
政）

に
当
た
っ
て
の
科
学
的
根
拠
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て、

二
十
四
年
七
月、

大
分
県
温
泉
調
査
研

究
会
が
設
立
さ
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
は、

学
識
経
験
者
・

県
お
よ
び

関
係
市
町
村
の
代
表
者
•

関
係
行
政
庁
の
吏
員
か
ら
な
る。

初
期
の
主
な
事
業
は
温
泉
井
間
の
相
互
影
響
調
査
で
あ
り、

こ

れ
に
基
づ
い
て
温
泉
井
の
掘
削
基
準
が
定
め
ら
れ
る
な
ど、

温
泉

行
政
に
よ
り
ど
こ
ろ
が
与
え
ら
れ
た。

そ
う
し
た
行
政
の
た
め
の
調
査
が
一

段
落
す
る
と、

会
の
性
格

は
時
と
共
に
変
化
し、

学
術
研
究
を
主
体
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

研
究
分
野
は
地
質
学
・

地
球
物
理
学
・

地
球
化
学
な
ど
の
理
学

的
な
も
の
か
ら
農
学
・

薬
学
・

医
学
・

法
社
会
学
ま
で、

多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。

得
ら
れ
た
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は、

設
立
以
来
途
切
れ
る

こ
と
な
く、

毎
年
刊
行
さ
れ
て
き
た。

火
山
性
温
泉
の
生
成
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
で
豊
か
な
内
容
の
成
果
を
こ
こ
で

紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が、

平
成
十
二
年
刊
行
の
第
五
十
一

号
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
や
報
告
は
四
百
三
十
編
を
超
え、

全
国
で

も
類
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
団
体
と
し
て、

そ
の
研
究
内
容

と
共
に
評
価
さ
れ
て
い
る。

由
佐
教
授
ら
は、

こ
の
カ
リ
ウ
ム
濃
度
に
注
目。

別
府
地
域
の

由
佐
教
授
ら
は、

同
研
究
所
施
設
構
成
で
地
下
三
百
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
掘
削
調
査
を
実
施
し、

岩
石
コ
ア
や
温
泉
水
の
試
料
を
採

取
し
た。

そ
の
結
果、

深
さ
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
岩
石
で、

カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
異
常
に
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

別
府
温
泉
の
熱
水
は、

地
下
二
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
百
メ
ー
ト

ル
を
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

濃
度
の
高
さ
は
熱
水
が
長
期
間
流

れ
る
こ
と
で、

熱
水
中
の
カ
リ
ウ
ム
が
岩
石
に
沈
積
し
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
た。

※ 

別
府
温
泉
の
起
源

『
五
万
年』

説

※ 
（
編
集
部）

別
府
野
口
原
所
在、

京
大
地
球
熱
学
研
究
施
設
の
由
佐
悠
紀
教

授
ら
の
研
究
で、

表
題
の
こ
ん
な
推
定
結
果
が
出
た。

昨
年
（
ニ

0
0
0)

年
十
月
十
九
日、

地
元
紙
「
大
分
合
同
新
聞
社」

で
発

表
さ
れ、

県
下
の
温
泉
関
係
者
に
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ。

本
誌
編
集
部
で
は、

同
新
聞
社
と
研
究
代
表
者、

由
佐
教
授
の

了
解
を
得
た
上
で、

同
新
聞
の
記
事
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た。
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熱
水
の
滞
留
時
間
が
七
・

八
年
と
の
推
定
や
下
流
域
の
カ
リ
ウ
ム

濃
度
な
ど
過
去
の
調
査
デ
ー
タ
ー
な
ど
も
利
用
し、

熱
水
が
通
過

し
た
岩
石
と
通
過
し
な
い
岩
石
と
の
違
い
と、

岩
石
を
通
過
後
の

濃
度
低
下
な
ど
を
も
と
に
熱
水
通
過
の
継
続
時
間
を
算
出
し
た
結

果、
「
約
五
万
年」

と
い
う
数
字
が
出
た
と
い
う。

別
府
地
域
は、

約
十
万
年
前
の
阿
蘇
火
山
砕
流
の
流
れ
込
み
が

な
い
こ
と
か
ら、

す
で
に
鶴
見
岳
の
山
並
み
に
囲
ま
れ
る
地
形
だ
っ

た
ら
し
い
。

岩
石
研
究
か
ら
も
約
十
万
年
前
に
は
鶴
見
岳
の
火
山

活
動
も
終
息
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

由
佐
教
授
ら
は、

鶴
見
岳
の
活
発
な
火
山
活
動
の
終
わ
り
を
受

け、

約
五
万
年
前
に
熱
水
系
の
活
動
が
始
ま
っ
た
と
み
て
い
る
。

由
佐
教
授
は、
「
地
球
の
年
齢
（
四
十
六
億
年）

か
ら
見
る
と、

ご
く
新
し
い
温
泉
で、

人
間
の
歴
史
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

豊
後

風
土
記
に、

別
府
温
泉
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
な
ど、

今
で
も
盛
ん

に
湯
煙
を
上
げ
る
温
泉
を
見
て
い
る
と、

旧
石
器
時
代
の
五
万
年

前
か
ら
の
人
間
と
の
か
か
わ
り
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
」

と
話

し
て
い
る
。

県
内
温
泉
総
数
は
平
成
十
一
(
-

九
九
九
）

年
度
末
現
在
で、

四
千
七
百
七
十
八
カ
所
と
全
国
一

位
を
誇
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち、

別
府
市
は
二
千
九
百
四
カ
所
で
約
六
割
を
占
め
、
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温泉の保應対策を訴える由佐悠紀教授

温
泉
利
用
量、

泉
都
に
警
鐘

ほ
ぼ
限
界

一

大
温
泉
地。

八
世
紀
の
「
豊
後
風
土
記」

に
「
赤
湯
の
泉」

と

鶴
見
山
麓
の
温
泉
が
登
場
し、

早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
て
い
る。

（
編
集
部）

一

昨
年
(
-

九
九
九
年、

平
成
十
一

年）

の
「
大
分
合
同
新
聞」

（
四
月
十
三
日
付）

で、

表
題
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ、

泉
I

都
の
市
民
の
大
き
な
注
目
を
集
め
た。

新
聞
社
と
由
佐
教
授
の
承

認
の
も
と
で、

再
度
そ
の
記
事
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た。

も
な
る。

世
界
第
二
位
の
湧
出
量
を
誇
る
別
府
市
の
温
泉
施
設
関
係
者
の

間
で、

資
源
と
し
て
湿
泉
を
保
護
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
出

始
め
て
い
る。

湧
出
量
か
ら
も
み
る
と、

同
市
内
の
温
泉
使
用
呈

は
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
て
お
り、

専
門
家
も
「
市
民
一

人
ひ
と
り
が

問
題
意
識
を
持
つ
べ
き
「
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る。

同
市
の
京
大
地
球
熱
学
研
究
施
設（
施
設
長
・

由
佐
悠
紀
教
授）

に
よ
る
と、

別
府
の
温
泉
供
給
源
は
鶴
見
岳
周
辺
の
マ
グ
マ
だ
ま

り。

雨
水
な
ど
が
地
下
に
浸
透
し、

五
十
年
ほ
ど
で
「
温
泉」

が

出
来
上
が
る。

降
水
量
か
ら
計
算
す
る
と、

自
然
界
の
一

日
当
た

り
の
温
泉
生
産
力
は
六
万
か
ら
七
万
ト
ン
。
一

日
の
温
泉
採
取
可

能
足
は
約
十
三
万
ト
ン
と
さ
れ
る。

別
府
八
湯
の
全
泉
量
が
フ
ル

稼
働
す
る
と、

需
要
が
供
給
を
上
ま
わ
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
に

由
佐
教
授
は、

温
泉
の
使
用
量
が
自
然
界
の
供
給
を
上
回
る
と、

低
温
の
地
下
水
が
温
泉
水
屑
に
入
り
込
み、

温
泉
温
度
の
低
下
や、

泉
質
に
変
化
が
出
て
く
る
恐
れ
が
生
じ
る
と
い
う。

ま
た、

由
佐

教
授
は、
一

九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）

年
の
調
査
で、

市
内
の
一

日
当
た
り
の
使
用
量
は、

お
よ
そ
五
万
ト
ン
と
い
う
結
果
が
出
た。

現
在
の
使
用
量
は、

ほ
ぼ
限
界
と
い
っ
て
い
い
。

将
来
は
供
給
源

※ 

※ 

※ 
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周
辺
の
開
発
な
ど
で
浸
透
率
が
下
が
る
こ
と
も
あ
り
得、

使
用
制

限
や
雨
水
の
地
下
へ
の
浸
透
を
防
げ
な
い
工
夫
を
今
の
う
ち
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る。

現
在、

泉
源
開
発
に
は
県
環
境
保
全
審
議
会
に
よ
る
制
限
が
あ

る。

六
十
年
代
の
第
二
次
温
泉
掘
削
プ
ー
ム
以
降、

新
規
開
発
は

年
間
数
件
単
位
で
推
移。

乱
掘
開
発
に
よ
る
使
用
量
の
増
加
は
す

で
に
な
く、

見
ら
れ
な
い
状
態。

市
も、

温
泉
資
源
の
保
護
を
揚
げ
て
い
る
が、

経
費
の
問
題
や

市
民
の
温
泉
に
対
す
る
危
機
意
識
の
低
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
と
い
う。

市
温
泉
課
は
「
使
用
制
限
や
道
路
の
材
質
変
更、

海

抜
八
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
区
で
の
開
発
時
に
雨
水
浸
透
対
策
を

盛
り
込
む、

な
ど
の
保
護
対
策
が
あ
る
が、

豊
富
な
湯
量
が
目
の

前
に
あ
り
「
掘
れ
ば
出
て
く
る
も
の
」

が
一

般
的
な
考
え
方
に
な
っ

て
お
り、

実
行
に
移
し
に
く
い
状
況
」

と
説
明
す
る。

井
上
市
長
は
「
住
宅
開
発
な
ど
が
進
み、

地
下
へ
の
雨
水
浸
透

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る。

奥
別
府
の
植
林
な
ど
で、

保
水
力

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
五
十
年、

百
年
後
に
温
泉
が
枯
渇
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る。

で
き
る
範
囲
で
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
」

と

話
し
て
い
る
。

別
府
温
泉
（
別
府
八
湯）

と
保
護
地
区

別
府
市
内
に
は
「
特
別
保
護
地
域」

が
三
地
域
あ
り
ま
す。

南
部
・

亀
川
・

鉄
輪
の
各
地
域
で、

こ
の
地
域
で
は、

原
則

と
し
て
新
規
の
堀
削
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。

但
し、

代
替

堀
削
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
た、
「
保
護
地
域」

と
し
て
南
部
・

北
部
の
二
地
域
が

指
定
さ
れ、
こ
の
地
域
で
は、

既
設
泉
か
ら
一

0
0
m
以
内

の
新
規
堀
削
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。

も
っ
と
も
既
設
泉
が

噴
気
・

沸
騰
泉
の
場
合
は、
一

五
0
m
以
内
は
禁
止
で
す。

普
通
一

般
地
域
で
は、

既
設
温
泉
か
ら
六
0
m
以
内
の
新

規
堀
削
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん。

詳
し
い
こ
と
は、

県
中
央
保
健
所
（
旧
別
府
保
健
所）

の

温
泉
係
で
聴
い
て
み
て
下
さ
い
。

ま
た、

新
規
堀
削
を
希
望

さ
れ
る
方
は、

先
に
書
い
た
保
護
地
区
に
該
当
し
て
い
る
か

ど
う
か、

ど
の
よ
う
な
規
制
が
あ
る
か
を
調
べ
て
も
ら
っ
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す。

温
泉
法
の
知
識

（
編
集
部）
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